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風
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、こ
う
し

た
病
気
に
対
す
る
観
念
の
名
残
で
す
。

▪ 

海
外
か
ら
吹
き
込
む
風
邪

　
『
園
太
暦
』康
永
四（
一
三
四
五
）年
九

月
十
二
日
条
に「
唐
船（
海
外
貿
易
船
の

こ
と
）帰
朝
之
時
」に
風
邪
の
流
行
が
起

こ
る
と
あ
る
よ
う
に
、感
染
症
流
行
の
原

因
と
し
て
外
国
と
の
接
触
を
あ
げ
る
史

料
が
散
見
さ
れ
ま
す
。前
近
代
に
は
風
邪

を
は
じ
め
と
す
る
感
染
症
は
、西
か
ら
東

へ
と
流
行
が
広
が
る
の
が
通
例
で
し
た
。

こ
れ
は
外
国
と
の
窓
口
で
あ
っ
た
太
宰

府
や
博
多
、長
崎
、琉
球
な
ど
か
ら
病
気

が
侵
入
し
、次
第
に
東
へ
と
蔓
延
し
た
こ

と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▪ 

流
行
り
風
邪
と
改
元

　

災
害
を
払
う
た
め
に
元
号
を
改
め
る

こ
と
を
災
異
改
元
と
い
い
ま
す
。『
扶
桑

略
記
』延
喜
二
十
三（
九
二
三
）年
閏
四
月

十
一
日
条
に
は「
天
下
咳
疫
」に
よ
り
延

長
へ
と
改
元
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、流
行

り
風
邪
で
多
数
の
死
者
が
出
た
た
め
改

元
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

▪ 
咳
除
け
信
仰
の
お
し
ゃ
も
じ
さ
ま

　

関
東
か
ら
中
部
・
近
畿
地
方
に
か
け
た

一
帯
に
、お
し
ゃ
も
じ
さ
ま
と
呼
ば
れ
る

咳
除
け
の
信
仰
が
見
ら
れ
ま
す
。「
お
供

え
し
て
あ
る
し
ゃ
も
じ
を
一
本
い
た
だ

い
て
帰
り
、喉
を
撫
で
た
り
、ご
飯
を
よ

そ
っ
て
食
べ
さ
せ
た
り
す
る
と
咳
が
治

る
。お
礼
に
は
新
し
い
し
ゃ
も
じ
を
添
え

て
二
本
に
し
て
納
め
る
。」と
い
っ
た
民

間
信
仰
で
、神
奈
川
県
内
に
も
数
十
ヶ
所

の
お
し
ゃ
も
じ
さ
ま
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。な
お
、本
年
十
一
月
五
日
に
横

浜
市
内
の
お
し
ゃ
も
じ
さ
ま
が
、横
浜
市

指
定
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。お
し
ゃ
も
じ
さ
ま
の
由
来
は
諸
説

あ
る
よ
う
で
す
が
、医
療
の
恩
恵
に
預
か

る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
人
々
の
切
な
る

願
い
が
寄
せ
ら
れ
た
神
様
と
い
う
こ
と

が
で
き
そ
う
で
す
。「
お
し
や
も
じ
神
之

記
」に
は
、こ
の
信
仰
が
挿
絵
と
共
に
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。 〔
担
当
：
渡
辺
真
治
〕

　

今
回
で
9
回
目
と
な
っ
た
県
立
図
書

館
・
公
文
書
館
合
同
展
示
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す
る
中
、

Ｗ
ｅ
ｂ
展
示
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

過
去
に
襲
っ
て
き
た
感
染
症
に
よ
っ

て
、私
達
が
い
か
に
苦
し
め
ら
れ
、パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
を
生
き
抜
く
た
め
に
い
か
に

知
恵
を
絞
っ
た
の
か
、保
存
さ
れ
て
い

る
資
料
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。今
回
は
そ
の
一
部
を
駆
け
足
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

※
こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
展
示
は
、公
文
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
展
示
・
講
座
等
の
タ
ブ
→
合

同
展
示
→
過
去
の
合
同
展
示
情
報
）

１ 

「
流
行
性
感
冒
の
歴
史

　

―
前
近
代
の
流
行
り
風
邪
―
」

▪ 

風
邪
は
万
病
の
も
と

　

―
古
代
中
国
由
来
の
疾
病
観
―

　
「
風
邪
は
万
病
の
も
と
」と
い
う
の
は

病
気
に
関
す
る
有
名
な
フ
レ
ー
ズ
で
す

が
、こ
れ
は
古
代
中
国
の
医
・
科
学
書
で

あ
る『
黄
帝
内
経
』の
一
節「
風
者
百
病
之

長
也
」が
そ
の
ル
ー
ツ
で
す
。古
代
中
国

で
は
、悪
い
風
が
入
る
と
人
の
体
を
損
な

い
、さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
と

考
え
、そ
れ
を
風
邪（
ふ
う
じ
ゃ
）と
呼
び

ま
し
た
。現
在
で
も
破
傷
風
や
痛
風
・
風

疹
の
よ
う
に
、病
気
の
名
前
に
し
ば
し
ば

第
９
回 

県
立
図
書
館・公
文
書
館
合
同
Ｗ
ｅ
ｂ
展
示

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
生
き
抜
く
た
め
に 

～
神
奈
川
と
感
染

症
の
歴
史
～
」 

令
和
3
年
2
月
2
日
～
3
月
31
日

「
お
し
や
も
じ
神
之
記
」（
当
館
寄
託
飯
田
家
文

書 

「
大
正
十
一
年
十
月
号
附
録
の
１
（
二
十
七

冊
）」ID
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2
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）よ
り

上 

高
田
の
お
し
ゃ
も
じ
さ
ま

　 

（
社
宮
神 

小
田
原
市
高
田
）

下 

お
堂
に
納
め
ら
れ
た
大
量
の
し
ゃ
も
じ



2 

「
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 　

　

 

１
０
０
年
前
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
記

　
 

録
と
記
憶
」

　

過
去
に
我
々
を
襲
っ
た
感
染
症
の
中

で
も
最
大
級
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界

的
流
行
）を
も
た
ら
し
た
の
は
約
百
年

前（
大
正
七（
一
九
一
八
）年
～
大
正
九

（
一
九
二
〇
）年
）の「
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ（
当
時
は「
流
行
性
感
冒
」、

「
世
界
風
」な
ど
と
呼
称
）」で
し
た
。そ
の

流
行
状
況
は
、残
さ
れ
た
様
々
な
資
料
か

ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
太
字
で
示
さ
れ
た
資
料
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
１
章　

数
字
と
グ
ラ
フ
で
見
る

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

　

我
が
国
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
罹
患
者
数
は
全
国
で

約
2,
3
8
0
万
人
、神
奈
川
県
内
で
約

35
万
人
、死
亡
者
数
は
全
国
で
約
39
万

人
、神
奈
川
県
内
で
7,
5
8
7
人
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
数
値
の
出
典
と
な
っ
た
基
礎

文
献
は
、日
本
全
国
に
つ
い
て
は
内
務
省

衛
生
局
が
編
集
し
た
公
的
な
報
告
書
で

あ
る『
流
行
性
感
冒
』（
復
刻
版
は
県
立
図

書
館
所
蔵
）、神
奈
川
県
に
つ
い
て
は
県

の
警
察
部（
当
時
県
内
の
衛
生
業
務
を
担

当
）が
編
集
し
た『
大
正
七､
八
年
／
大

正
八､
九
年 

流
行
性
感
冒
流
行
誌
』（
県

立
図
書
館
所
蔵
）で
す
。感
染
の
現
場
に

お
け
る
生
々
し
い
資
料
と
し
て
は
、大
正

九（
一
九
二
〇
）年
一
月
の
逗
子
町
内
に

お
け
る
流
行
性
感
冒
の
新
規
罹
患
者
数
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を
郡
役
所
へ
報
告
し
た「
衛
生
日
報
」が

歴
史
的
公
文
書
と
し
て
当
館
に
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。

第
2
章　

国
と
県
に
よ
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　

大
正
七（
一
九
一
八
）年
、内
務
省
衛
生

局
か
ら
全
国
府
県
に
対
し
て
、特
に
生
活

に
窮
乏
し
た
罹
患
者
に
対
す
る
、恩
賜
財

団
済
生
会（
貧
窮
民
に
対
す
る
医
療
救
済

の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
財
団
）を
通
じ
た

医
療
の
提
供
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、内
務
省
か
ら
は
、予
防
の
た
め
の
注

意
事
項
が
詳
細
に
書
か
れ
た「
流
行
性
感

冒
予
防
心
得
」や
啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
が
全
国

に
配
付
さ
れ
、神
奈
川
県
に
お
い
て
も
、

衛
生
課
や
工
場
監
督
課
か
ら
各
方
面
に

通
達
が
な
さ
れ
、「
流
行
性
感
冒
の
注
意

（
は
や
り
か
ぜ
の
き
を
つ
け
か
た
）」な
ど

予
防
心
得
書
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
も
予
防
対
策
と
し
て
重
視
さ
れ

た
マ
ス
ク
は
、当
初「
呼
吸
保
護
器
」と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、予
防
注
射

第
4
章　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
を
生
き
る

人
々
の
思
い

　

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
猛

威
は
、皇
族
、政
府
要
人（
原
敬
首
相
他
）

か
ら
都
市
生
活
者
、農
業
従
事
者
な
ど

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
及
び
ま
し

た
。公
刊
さ
れ
た
日
記
や
書
簡
な
ど
か

ら
は
、家
族
・
友
人
と
の
濃
密
な
や
り
取

り
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま

た
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
遭
遇
し
た
市
井

の
人
々
が
何
を
思
い
日
々
を
生
き
て
い

た
か
、私
文
書
と
し
て
残
さ
れ
た
資
料

か
ら
当
時
の
人
々
の
記
憶
が
蘇
り
ま

す
。（「
大
正
八
年
当
用
日
記
」小
池
駸
一

氏
関
係
資
料
ほ
か
）〔

担
当
：
木
本
洋
祐
〕

　

現
在
、感
染
防
止
対
策
を
徹
底
の
上
、

資
料
の
閲
覧
及
び
会
議
室
の
貸
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

資
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
収
集
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
閲
覧
希
望
資
料
を
指
定
い
た
だ

い
た
上
で
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

会
議
室
に
つ
い
て
は
ご
利
用
い
た
だ
け

る
会
議
室
と
定
員
、利
用
時
間
を
制
限
し

て
い
ま
す
の
で
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

が
奨
励
さ
れ
た
状
況
の
一
端
を
、当
館

に
寄
託
さ
れ
た
私
文
書「
入
営
兵
流
行

性
感
冒
予
防
注
射
ニ
関
ス
ル
件
」（
原
久

三
氏
所
蔵
文
書
）か
ら
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

第
3
章　
『
横
浜
貿
易
新
報
』に
見
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
猛
威

　
「
神
奈
川
新
聞
」の
前
身
で
あ
る「
横
浜

貿
易
新
報
」は
、神
奈
川
県
内
の
各
地
で

日
々
猛
威
を
振
る
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
報
道
し
、貴
重

な
記
録
を
残
し
て
い
ま
す（
W
e
b
展
示

に
は
感
冒
関
連
記
事
の
一
覧
表
あ
り
）。

　

同
紙
に
定
期
的
に
寄
稿
し
て
い
た
歌

人
・
与
謝
野
晶
子
は
、自
ら
の
家
族
も
感

染
す
る
中
、教
育
や
医
療
の
現
場
や
政

府
の
対
策
の
不
備
を
鋭
く
突
き
、経
済

格
差
の
問
題
に
ま
で
言
及
す
る
評
論
文

を
二
度
に
わ
た
っ
て
寄
せ
て
い
ま
す
。

（「
感
冒
の
床
か
ら
」大
正
七（
一
九
一
八
）

年
十
一
月
十
日
付
、「
死
の
恐
怖
」大
正
九

（
一
九
二
〇
）年
一
月
二
十
五
日
付
）

公
文
書
館
の
利
用
案
内

与
謝
野
晶
子
「
感
冒
の
床
か
ら
」『
横
浜
貿
易
新

報
』
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
十
一
月
十
日
付

【
公
文
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
所
載
】

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
年
に
配
布
さ
れ
た
感

染
防
止
策
を
啓
蒙
す
る
ポ
ス
タ
ー【
国
立
保
健

医
療
科
学
院
図
書
館
所
蔵 

内
務
省
衛
生
局
著

『
流
行
性
感
冒
』一
九
二
二
年
三
月
発
行
よ
り
】


